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 1932年版 シコルスキ版（初版 ムツェンスク郡のマクベス夫人） 
 1935年版 ムズギズ版（ショスタコーヴィチによるピアノ編曲譜） 
 1963年版 ムズィーカ版（カテリーナ・イズマイロヴァとして出版された改訂版） 
 2007年版が存在する。 
 巻末に初演版のスコアの申請者による訳詞と改訂版の訳詞（初演版との相違部分）が載せられていて、
このオペラをこれから演じる人たちにとって大きな助けになるであろう。 
 以上演奏家の論文として後に続く人たちにその道を示す事ができるもので学位を授与するにふさわし
いと考え合格とする。 
 
（演奏審査結果の要旨） 
 
 ショスタコーヴィチ作曲《ムツェンスク郡のマクベス夫人》作品29が、次の場面をカットして全幕上
演された。１幕２場のアクシーニャの輪姦、２幕５場の司祭登場、３幕７場の警察署の場面、３幕８場
の挙式中の逮捕シーン。 
 学位申請者は主演の他に、演出、装置デザイン、衣装製作、他の５人のキャストのロシア語コーチま
でを一人でこなした。ピアノ伴奏により簡素なステージで演奏された。白い大きな布を舞台奥から前へ
張り、舞台奥に階段を５段置いただけの装置で全幕上演され、見事な場面状況を作り出していた。白い
布が部屋のしきりや、家の壁、時にはベッド（シーツ）、最後の幕では湖（波）として使われ、象徴的で
優れたアイデアである。 
 第１回、第２回の博士リサイタルで演奏してきたショスタコーヴィチの作品の集大成ともいえる演奏
で、音楽、演技ともに役のキャラクター全てが自分のものとして表現されており、叙情性とドラマティ
ックな部分を余すところ無く発揮され、すばらしい歌唱と演技であった。中低音の声の艶と情感の表現
は特筆に値する。ロシア語の歌曲とオペラは学位申請者の声に合っており、特にカテリーナ役は日本で
はこれ以上の歌手は望めないであろうと思わせる程である。短い日本滞在で大道具、小道具の調達、衣
装製作、演出等でコンディションを維持するのが困難なのではと懸念されたが疲れを感じさせない力強
い歌唱であった。感情的になりすぎて高音域でのコントロールが難しいと感じられた部分が僅かに見ら
れたが、今後は発声のテクニックと感情のコントロールのバランスを考えることも必要であろう。ロシ
ア語の台詞は外国人としては突出している。プロフェッショナルの歌い手としてヨーロッパで多くの舞
台を経験している事がうなずける非常に高いレベルの演奏であった。 
 以上の理由により博士の学位を授与するのに十分と考え合格とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
